
二階堂小学校だより

二小っ子
夢をもち 優しさ・勇気・友を大切にする二小っ子

子育ては親育ち
ようやく暑さが和らぎ、秋の気配が感じられるようになりました。
毎日子どもたちに関わっていると、ふとした瞬間に子どもの成長を感じることがあります。先日、階段である子と

出会ったとき、「校長先生！」っと声をかけてくれました。私が、「〇〇ちゃん！」と言葉を返すと、その後も短い言葉で
したが、はっきりとした言葉でお話をしてくれました。ゆっくりだけれど、子どもの確かな成長を感じました。
子どもたちは一人一人個性的で、顔や性格、興味・関心、成長のスピードがみんな違います。でも、みんな確実

に一歩一歩成長しています。ご家庭には、それぞれの家庭教育があり、学校では、個性ある子どもたちが集団生
活をし学校教育を行っています。また、地域には社会教育があります。この他にも、意図していないけれども日々の
日常の中で、子どもたちは、家族や友達、いろいろな人と関わり、感じ考え様々なことを吸収し成長しています。
子どもは、親の思い通りにはなかなか育たないものです。しかし、子どもへの深い愛情と願いをもって育てるこ

とが、子どもの確かな成長につながり、大きくなったとき子ども自身が人生の道しるべとして歩んでいきます。子ど
もがどう育つかは、その子の個性そのものです。子どもが何に興味・関心をもっているのかを知り、個性と自主性
を大事にし、子どもが自分らしく成長することを信じて、じっくり見守り続けることが必要です。子どもに向き合い考
えることで、親自身も経験を積み重ね、成長するのだと思います。
子育ては一度のことです。親であっても全てうまくできるわけではありません。だから、日々、思い悩むことや心

配事があるのは当然です。子どもの学びや育ち、子育ての悩みなど、どうすればよいのか見通しがもてないことも
あると思います。そのような場合には、学校やほっとステーションにご相談ください。子どもたちのよりよい成長と将
来のために、共に考えていきたいと思います。
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子どもの登下校の安全を守るために

地域で大人の「見守りの目」を増やすことが大事です。そ
のために、見守り隊、防犯、交通安全協会、民生児童委員、P
TA等の方々が活動してくださっています。それが、子どもの安
心感につながります。保護者様には、日頃のちょっとしたコミ
ュニケーションや声かけを大切にしていただけるとありがたい
です。

◇見守り隊等のボランティアさんとコミュニケーションをとっ
ていますか？
「いつもありがとうございます。」
「〇〇の親です。お世話になっています。」 …

◇学校へ出かけるとき、お子さんに声かけをしていますか？
「気をつけて行ってらっしゃい。」
「遅れないようにね。」
「通学路を通りなさいよ。」 …

◇子どもと一緒に通学路を歩いた
ことはありますか？

修学旅行（６年）

来月１０月１７日（木）～１８（金）、６年生の
子どもたちが、一泊二日で「広島・宮島方面」
へ修学旅行に行きます。
折り鶴集会で全校のみんなが折ってくれ

た千羽鶴をもって、広島平和公園に行き慰
霊祭を行います。
現在６年生は、しおりの作成や活動に関

わるいろいろな準備に取り組んでいます。涼
しくなってきましたので、体調管理に気をつ
けてください。
当日は、早朝の出発、遅くの到着となります
が、６年生の保護者様には、見送りや出迎えを
よろしくお願いします。


